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Escherichia albertii は 2003 年に新たに報告された新興下痢症起因菌であり，わが国では本菌を原因とする集団食中毒事

例が複数報告されている．本菌は鳥類や哺乳類から分離報告があるものの，その保菌状況の詳細は明らかになっていない．

本研究では 2019 年から 2020 年に都内のと畜場に搬入されたブタの E. albertii 保菌状況を調査し，分離された菌株について

遺伝子解析を行った． 

検査したブタ盲腸便 80 検体中 6 検体（7.5%）から 6 株の E. albertii が分離された．すべての分離株が eae，cdtB 陽性，

stx 陰性であった．6 株中 3 株は供試薬剤すべてに感性，2 株は 2 剤耐性，1 株は 3 剤耐性であった．PFGE 解析では，同一

バンドパターンを示す分離株が 2 組認められたが，いずれも当センターに搬入された都内下痢症患者由来株とは異なって

いた．この 2 組の株はそれぞれ同一農場から出荷されたブタ由来であり，農場内での同一クローンの存在が示唆された．

全ゲノム解析では約 1,500 の core gene が検出され，系統解析の結果，分離株はブタおよびヒト由来株と同一クレードに属

した．今回分離されたブタ由来株はヒト由来株と分子系統学的に近縁であることが示され，ブタにおける本菌の動態につ

いて更なる調査が必要であると考えられた． 
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はは じじ めめ にに 

Escherichia albertii はグラム陰性の通性嫌気性桿菌で，

大腸菌 （Escherichia coli）に近縁の新種として 2003 年に

報告された新興下痢症起因菌である 1)．これまでアメリカ，

ドイツ，ノルウェー等の様々な国や地域でヒトの感染例が

報告 2)されており，近年，国内においても患者数 100 名を

超える集団食中毒事例が複数報告されている 3–5)． 

本菌の保有する病原因子として，腸管上皮への接着に関

わるインチミンや，外毒素の一つである細胞膨化致死毒素

が同定されている2)が，一部の株は腸管出血性大腸菌の主

要病原因子である志賀毒素を産生することも報告されてい

る6)．国内でも志賀毒素産生株による溶血性尿毒症症候群

の発生事例が報告7)されたことを受けて，2016年11月に厚

生労働省から各自治体の衛生主管部局へ本菌についての情

報提供を依頼する通知が発出されている8)． 

このようにE. albertii はヒトへの危害要因として注目さ

れるようになったものの，ヒトへの感染源や感染経路に関

しての情報は少なく，不明な点が多い．これらを解明する

上で，環境中における本菌の分布状況を把握し，そこから

分離される株とヒト由来株との関連を推定することは非常

に重要である．本菌は一部の鳥類や哺乳類，環境水等から

の分離が報告されている9,10)が，保菌状況の詳細や自然宿

主についてはいまだ情報が少ない．そこで，本研究では都

内のと畜場に搬入されたブタのE. albertii 保菌状況を調査

し，分離された菌株についてゲノム解析を行い，さらに当

センターに搬入された都内下痢症患者由来株と比較したの

でその結果を報告する． 

 

方方        法法 

1. 検検体体 

2019年および2020年に都内のと畜場に搬入されたブタの

盲腸便80検体（14農場由来，各年40検体）を検査対象とし

た． 

 

2. リリアアルルタタイイムムPCRにによよるるススククリリーーニニンンググ 

検体を滅菌生理食塩水で 10 倍希釈し，0.5 mL を EC 培

地（栄研化学）に接種した．42℃で 18～24 時間培養後，

増菌液 100 µL から DNA 抽出を行い，DNA-binding 

transcriptional activator of cysteine biosynthesis gene 

（EAKF1_ ch4033, Accession number: CP007025）をターゲ

 




